





































iPad を使うには Apple ID が必要だが，１つの ID に最大10台の端末を関連づけること
ができる。AppleID の登録には，クレジットカード情報か，iTunes ストア・App ストア
用のプリペイドカード（iTunes カード）のコードが必要である。現時点で山内が管理し




























動画は，指定した YouTube ユーザーしか視聴できないが，クラス全員が Gmail アカウントをもっているよ
うならこのオプションもよいだろう。










た，Dropbox も Evernote も , メール添付でファイルを保存することができる。図２，図




































iPad の充電には大きな消費電力が必要になるため，単なるマルチタップや通常の USB ハ
















（14） やや手間がかかるが，Safari の方に Puffin を開くためのブックマークレットを入れておくのが，一番早いか
もしれない。







端末１台あたりの人数が多い場合には，iPad を使う活動と iPad を使わない活動を，グ
ループごとにローテーションでこなしていく形をとってもよい。例えば Stout は，2012年







（16） 4.2.2で紹介するが，授業関連のサイトの見方や使い方の説明に iPad を利用したことについての満足度は６
段階評価で平均3.90である。教員が思うほどには，学生はハンズオンの恩恵を意識していないようである。


























（18） この交流プロジェクトについては，2012年９月の Moodle Research Conference で発表する予定である
（Yamauchi & Jones, 2012）。
（19） SonicPics は App ストアで購入したが，カメラと iPhoto は iPad の標準アプリケーションである。また，








②　SonicPics に iPhoto から画像を取り込む。
③　SonicPics の録音機能を使って音声を追加する。














































Smart Recorder で録音する。③録音した英文を，Smart Recorder のメール共有機能（図
10）を用いて Evernote に保存する（22）（図11の１）。④教員は，授業後 Evernote にアクセ
スし，音声または文字でフィードバックを残す（23）（図11の２）。⑤学生は各自，Evernote
上でそのフィードバックを確認する。
（21） 研究Ⅰ／Ⅱでは Moodle を利用しており，動画へのリンクや発表へのコメントは Moodle 内の指定のフォー
ラムにまとめて記録した。
（22） 波形表示は2012年７月19日のアップデートで追加された機能であり，前期の授業では使っていない。




（24） 現時点ではコンピューター用 Evenote には音声録音機能がないため，音声でのフィードバックには iPad 用
Evernote を利用している。






























ビューはウェブ上で次々と公開されている。例えば，Public Google Document として共同構築されている












評価平均 5.45 4.17 3.97



































辞書利用 （英辞郎，POP 辞書） 4.42 4.04 4.23
ウェブサイト閲覧 4.63 4.48 4.56
Quizlet 4.54 4.39 4.47
画像を見せながら話す１：動画撮影 3.67 4.3 3.98




全体平均 4.1 4.25 4.18
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格的利用を開始した授業用 iPad の活用実践をもとに，共用 iPad の管理／利用における留
意点，授業内での iPad 利用から得られた観察や知見，検討課題を報告する。共用端末の
授業内利用という形態では，「いつでもどこでも」使えるというモバイル端末としてのメ
リットは活かしきれないものの，発信活動や協働学習などを含め，授業内の活動の幅を広
げるのに役立つというメリットは大きく，授業内の iPad 利用と授業外学習との連携の点
で，クラウドサービスとの相性の良さも魅力である。
